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について、こ
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「シジミ、アサ
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、環境の指標

については初
所有される田ん

補う。ケイ酸
剰害がないとい
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うな後世に残

ダムの撤去によ
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吸収する。その
に強い個体を
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ていきたい。

いるのか。（

に水が湧いた

役割として最

ると、舟運が

利水の話がと

と考えている

け替えから土
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い。（近藤）
な原因は何か。
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少し時間が経
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川源流、茶臼

80 年生くら

林業機械を使

られている。

とか、地域の

当する。また

ている。（光

ある。また、伐

残すべき内容

よる長所短所

栄養塩類の削

間隔で団体に

ある。自分は

が崩壊するこ

ども山に行く
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詰めてみたい。
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ある。お茶付き
いて 

。シジミやア

はじめとする

していること
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てもらった。
のため、足りな
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髙橋） 

たとのこと。ま

最も大事だっ

が盛んな時代

とりざたされ
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土砂が流れて

な海の代償と
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が泳いでいて

経つと草が生

分の思いとし

臼山北面の森

らいのスギ・

使った搬出方

（今村） 

の人々が親しむ

た、河畔林の活

岡） 

伐った木を川

や地名も残し

所を議論する

削減と再放出

に貸し与えて

は過疎になら
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ることはわか

道を整備して
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できる。ケイ
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陸地化し、油

としてつくられ

、見張の大人

生い茂り、竹林

しては、昔の河

森があげられる
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法を示したモ

むことができ

活用として成

川から流してい

していきたい

ることも必要だ

についても確

て管理させては

ないように、

雨が証明して

ずつ手直しをす

かっている。（

てほしい。（加

 

い。 

た意見交換とな

話し合いの時間

り、リバーウオ

も良いかと思

物プランクトン

な藻類が含まれ

ている。窒素や

イ酸を定量的に

ケイ酸石灰肥
イ酸は、他の栄

を利用する市民

区域内は細い

でも利水でも

置できない。

った。矢作川

油ヶ淵ができ

れた。（近藤）

人が近くにい

林が増え、大

河原が復活し

る。また、上

現在、環境

モデル林、複

きる水辺をあ

成功している

いた場所とし

いと思う。（沖

だと思う。（井

確認したい。

はどうか。（菅

移住定住の

ている。シカ

すれば、大き

（山本薫） 

加藤） 

なった。 

間が少な

オーク駅

う。 

ンが重

れる。

やリン

に示す

肥料（ケ
栄養素

民はい

い本川が

もなく、

次第に

川も他の

きて埋め

） 

いて、堤

大きな段

し、いか

上下流連

境教育林

複数の自

あげたい

る場所や

して「木

沖） 

井上） 

（髙橋） 

菅原） 

の促進に

カやイノ

きな災害


